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１．はじめに

河川は、われわれの生活と密接に関わっており、河川・湖沼・ダム・貯水池の水質の状

況を調査・監視し、その傾向を把握することは、安全で快適な生活環境基盤を確保するう

えで重要です。

中国地方整備局（以下、中国地整と呼ぶ）では、中国地方一級河川１３水系の直轄管理

区間（以下、管内と呼ぶ）において、昭和３６年から水質調査を実施しています。

平成１３年は、管内の１０８地点（河川８９地点（ダム地点２地点含む）、湖沼１９地

点（ダム地点３地点含む））で水質調査を実施しました。

本報告は、中国地整が平成１３年１月から１２月までの１年間にわたり、定期的に実施

した水質調査結果をとりまとめ、中国地方一級河川の水質現況の概要を明らかにしたもの

です。

２．河川の流量

図-2-1は、年間総流出量及び低水流量（管内各年の合計）の推移を示したものです。

表-2-1は、中国地整が実施した平成１３年の流量観測結果に基づいて、管内各水系の基

準地点における年間総流出量及び低水流量を表したものです。

平成１３年の年間総流出量は、全体的に流出量の少ない年であった前年と比較して、１

２０％程度の流出量で、斐伊川、日野川、千代川、小瀬川の４河川を除く９河川で前年を

上回りました。

また、１０ヶ年平均との比較では、９７％程度で平年並みの流出量でした。

図-2-1　中国地方１級河川の流量
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３．水質調査結果の概要

（１）河川の水質

水質汚濁の代表指標であるＢＯＤ７５％値 により、河川の水質を把握しました。注１）

図-3-1は、河川における各調査地点毎のＢＯＤ75％値をランク別に表したものです。

前年と比べるとＢＯＤ1.0mg/㍑以下の割合は約６％（６地点）減少しましたが、1.1mg/

㍑以上2.0mg/㍑の割合は約10％（８地点）増加しました。中国地方のＢＯＤ2.0mg/㍑以下

の割合は全国と比較して高く、良好な状態にあります。

また、平成１３年の管内の河川の水質は、水道の原水として適当とされるＢＯＤ３mg/㍑

以下の地点数が８７地点中７９地点(約９１％)あり、前年より１％（３地点）の減少がみ

られるもの、良好な状態が続いているといえます。

図-3-2は、河川のＢＯＤ75％値による環境基準値の満足状況と管内年間総流出量の合計

の経年変化を表したものです。今年は平成１２年より年間総流出量が増加したこともあり、

ＢＯＤ満足地点数は、芦田川中津原地点、天満川昭和大橋地点の２地点増加し、水質は改

善傾向です。

表-2-1　中国地方一級河川の流量状況

平成１３年 平成１２年 最近10ヶ年 (A)/(B) (A)/(C)

（Ａ） （Ｂ） 平均（Ｃ） ×100% ×100%

基 吉井川 20億m
3

17億m
3

20 億m
3

118% 100%

準 旭　川 20億m
3

15億m
3

17 億m
3

133% 118%

地 高梁川 22億m
3

15億m
3

20 億m
3

147% 110%

点 芦田川 3 億m
3

2億m
3

4 億m
3

150% 75%

に 太田川 22億m
3

16億m
3

24 億m
3

138% 92%

お 小瀬川 2 億m
3

2億m
3

4 億m
3

100% 50%

け 佐波川 4 億m
3

3億m
3

5 億m
3

133% 80%

る 高津川 15億m
3

11億m
3

16 億m
3

136% 94%

年 江の川 46億m
3

40億m
3

47 億m
3

115% 98%

間 斐伊川 11億m
3

12億m
3

13 億m
3

92% 85%

総 日野川 10億m
3

10億m
3

10 億m
3

100% 100%

流 天神川 7 億m
3

6億m
3

6 億m
3

117% 117%

出 千代川 15億m
3

15億m
3

17 億m
3

100% 88%

量 合　計 197 億m3 164億m3 203 億m3 120% 97%

基準地点における

低水流量
* 310 m

3
/s 252m

3
/s 263 m

3
/s 123% 118%

の合計

・平成１３年の値は速報値（概略の値）です。

備　　考 ・低水流量とは一年を通じて２７５日はこれを下らない流量。
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注１） 一般に、水質汚濁に係る環境基準のうち生活環境の保全に係る環境基準は、公共用水域が通常の

状態、河川では低水流量以上の流量がある場合に達成すべき値として設定されています。すなわち、１年

のうち75％以上の日数に対して環境基準が維持されるべきという考え方です。

年間の日平均値の全データ（ｎ個）を値の小さいものから順に並べ、０．７５×ｎ番目のデータの値を

いう。（０．７５×ｎが整数でない場合には、端数を切り上げた整数番目の値をとる。）

年間を通しての環境基準の満足の判断には、この７５％値と環境基準値とを比較し、７５％値が環境基

準値以下ならば満足、超過している場合は不満足として評価する。

図-3-1　ＢＯＤ75%値ランク別割合
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表-3-1および表-3-2は、各水系の本川および支川についてＢＯＤ値（河川平均値）を基

に、値の小さい方から並べたものです。

表-3-1より、本川では１３河川中９河川で去年より水質が改善されています。また、芦

田川の水質は、昨年よりＢＯＤの最大値が減少し、また７地点の平均値においても数値が

減少しました。全体として、近年、水質改善の傾向がみられます。

各河川のＢＯＤの最大値は、１３河川中９河川で減少し、また上昇がみられた河川にお

いても、昨年の値を大幅に上回っている河川はなく、水質改善傾向がうかがえます。

表-3-2より、支川では、江の川水系の神野瀬川、西城川が昨年に引き続き良好の値を保

っています。しかし、芦田川水系の高屋川、砂川及び旭川水系の百間川、千代川水系旧袋

川４河川では、昨年と比較して平均値が増加しており、依然として水質が悪い状況にあり

ます。

水質が改善された本川については、ＢＯＤ平均値が、平成１２年と比較して０．１～０．

２２mg/l下がり、水質の改善傾向が顕著であり、高津川は水質ランキングが前年に引き続

き、管内第１位になっています。（全国１６６一級河川中第１０位）

表-3-1　ＢＯＤ平均値による河川の水質状況(本川)

観　測 ＢＯＤ平均値 ＢＯＤ平均値範囲

河川名 水系名 県　名 地点数 Ｈ１３ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１２

1 高津川 高津川 島根県 4 0.60 0.70 0.6 ～ 0.6 0.7 ～ 0.7

2 佐波川 佐波川 山口県 3 0.63 0.73 0.6 ～ 0.7 0.7 ～ 0.8

3 天神川 天神川 鳥取県 4 0.73 0.85 0.6 ～ 0.9 0.7 ～ 1.0

4 太田川 太田川 広島県 8 0.80 0.96 0.5 ～ 1.5 0.5 ～ 1.9

5 江の川 江の川 広島県・島根県 9 0.86 0.84 0.7 ～ 1.1 0.8 ～ 1.0

6 千代川 千代川 鳥取県 5 0.88 0.88 0.7 ～ 1.2 0.7 ～ 1.1

7 日野川 日野川 鳥取県 4 0.88 1.10 0.8 ～ 1.0 0.9 ～ 1.4

8 高梁川 高梁川 岡山県 4 0.88 1.03 0.7 ～ 1.2 0.8 ～ 1.6

9 旭川 旭川 岡山県 4 0.98 1.10 0.8 ～ 1.3 0.8 ～ 1.5

10 吉井川 吉井川 岡山県 5 1.10 1.02 0.7 ～ 2.0 0.7 ～ 1.6

11 斐伊川 斐伊川 島根県 2 1.45 1.35 1.3 ～ 1.6 1.3 ～ 1.4

12 小瀬川 小瀬川 広島県・山口県 4 1.47 1.60 1.2 ～ 1.9 1.2 ～ 2.2

13 芦田川 芦田川 広島県 7 2.30 2.37 1.2 ～ 5.3 1.0 ～ 6.0



- 5 -

２）湖沼の水質

表-3-3は、湖沼別のＣＯＤ７５％値及び範囲を表したものです。

※湖沼類型指定がなされている地点のみを計上

表-3-2　ＢＯＤ平均値による河川の水質状況(支川)

観　測 ＢＯＤ平均値 ＢＯＤ平均値範囲

河川名 水系名 県名 地点数 Ｈ１３ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１２

1 神野瀬川 江の川 広島県 1 0.50 0.50

2 西城川 江の川 広島県 1 0.60 0.70

3 小鴨川 天神川 鳥取県 3 0.67 0.87 0.6 ～ 0.7 0.7 ～ 1.1

4 金剛川 吉井川 岡山県 1 0.70 0.70

5 滝山川 太田川 広島県 1 0.80 0.72

6 三篠川 太田川 広島県 1 0.80 0.80

7 馬洗川 江の川 広島県 1 0.90 1.00

8 国府川 天神川 鳥取県 1 0.90 1.10

9 袋川 千代川 鳥取県 2 0.95 1.10 0.9 ～ 1.0 1.0 ～ 1.2

10 旧太田川 太田川 広島県 1 1.00 1.50

11 法勝寺川 日野川 鳥取県 2 1.15 1.40 1.0 ～ 1.3 1.3 ～ 1.5

12 天満川 太田川 広島県 1 1.40 1.70

13 小田川 高梁川 岡山県 1 1.40 1.60

14 元安川 太田川 広島県 1 1.50 1.20

15 根谷川 太田川 広島県 1 1.60 1.60

16 古川 太田川 広島県 1 2.50 3.40

17 砂川 芦田川 広島県 1 3.30 3.50

18 旧袋川 千代川 鳥取県 1 3.30 2.40 1.5 ～ 4.0

19 百間川 旭川 岡山県 1 3.70 3.70

20 高屋川 芦田川 広島県 2 5.30 4.85 5.1 ～ 5.5 4.1 ～ 5.6

表-3　ＣＯＤ75％値による湖沼等の水質状況

観　測 ＣＯＤ75%値 ＣＯＤ75%値範囲 環 境

湖沼名 水系名 県　名 地点数 Ｈ１３Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１２ 基 準 値 備　　考

宍道湖 斐伊川 島根県 6 4.73 5.00 4.4 ～ 5.5 4.4 ～ 5.5 3mg/l以下 大橋川を含む

中　海 斐伊川
島根県

鳥取県
10 6.74 5.42 4.2 ～ 10.0 3.9 ～ 7.1 3mg/l以下 境水道を含む

島地川ダム 佐波川 山口県 1 5.00 8.90 3mg/l以下

土師ダム 江の川 広島県 1 1.80(2.60) 3mg/l以下
平成13年3月

30日類型指定

弥栄ダム 小瀬川 広島県 1 1.60(1 1mg/l以下
平成13年3月

30日類型指定
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４．人の健康の保護に関する環境基準の項目から見た水質現況

表-4-1 健康項目の水質調査結果

項 目 検体数 超過地点数 環 境 基 準 値調 査
地点数 （年平均値）

以下カ ド ミ ウ ム １０２ ２９４ － 0.01 mg／㍑

全 シ ア ン １０２ ２８８ － 検出されないこと

以下鉛 １０２ ２９２ － 0.01 mg／㍑

以下六 価 ク ロ ム １０２ ２８４ － 0.05 mg／㍑

以下ヒ 素 １０２ ３４０ １ 0.01 mg／㍑

以下総 水 銀 １０２ ３０８ － 0.0005 mg／㍑

アルキル水銀 ９０ ２７６ － 検出されないこと

Ｐ Ｃ Ｂ ８３ １７０ － 検出されないこと

以下ジクロロメタン ７１ １７０ － 0.02 mg／㍑

以下四 塩 化 炭 素 １０２ ２７２ － 0.002 mg／㍑

以下１，２－ジクロロエタン ７１ １７０ － 0.004 mg／㍑

以下１，１－ジクロロエチレン ７１ １７０ － 0.02 mg／㍑

以下シス－１，２－ジクロロエチレン ７１ １７０ － 0.04 mg／㍑

以下１，１，１－トリクロロエタン １０２ ２７２ － １ mg／㍑

以下１，１，２－トリクロロエタン ７１ １７０ － 0.006 mg／㍑

以下トリクロロエチレン １０２ ２７２ － 0.03 mg／㍑

以下テトラクロロエチレン １０２ ２７２ － 0.01 mg／㍑

以下１，３－ジクロロプロペン ７１ １７０ － 0.002 mg／㍑

以下チ ウ ラ ム ６１ １２５ － 0.006 mg／㍑

以下シ マ ジ ン ６１ １２５ － 0.003 mg／㍑

以下チオベンカルブ ６１ １２５ － 0.02 mg／㍑

以下ベ ン ゼ ン ７１ １７０ － 0.01 mg／㍑

以下セ レ ン ６１ １２６ － 0.01 mg／㍑

以下硝酸性および亜硝酸性窒素 ８９ ４２９ － 10 mg／㍑

以下フッ素 ７６ １４７ － 0.80 mg／㍑

以下ホウ素 ７６ １４７ － 1 mg／㍑

注）「検出されないこと」とは、環境庁が定めた検定方法により測定した場合に、その結果が定量限界を下回ることをいう。
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「人の健康の保護に関する環境基準」として指定されているカドミウム・ヒ素等２６項

目について、その満足状況は表-4-1のとおりです。

砒素について島地川ダムでは、前年に引き続き環境基準値を超過していますが、要因は

貯水池内の地殻からの溶出と考えられます。

放流水及び貯水池周辺から流出する沢水では、環境基準値をこえる測定値は検出されて

おらず、利水上、その影響はないと考えられますが、今後とも継続してその動向を監視し

ていきます。
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５．中国地方一級水系での水質事故発生状況

（１）水質事故件数

水質事故件数は図-7-1に示すとお

り、前年と比較して、発生件数は、

若干減少しましたが、近年増加傾向

にあります。これは、水質事故が増

えていることはもちろんですが、水

質汚濁防止連絡協議会(水濁協)等の

監視連絡体制の整備や流域住民の水

質に対する関心が高まったことによ

る通報件数の増加も一因と考えられ

ます。

（２）水質事故の原因物質

平成１３年に発生した水質事故の原

因物質別の内訳を図-7-2に示します。

１３５件のうち最も多いのが油の流出で

あり１１５件と約８５％を占めています。

（３）水質事故の発生原因

平成１３年に発生した水質事故の発

生原因の内訳を図-7-3に示します。

発生原因がはっきりしていないもの

を除くと、工場の操作ミスと交通事故

が計５１件で全体の約４０％を占めてお

り、交通事故が原因による発生件数は、

例年、高い割合を占めています。

図-7-1　水質事故発生件数
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（４）河川別の発生件数

図-7-4は、平成１３年中国管内の河川別の水質事故発生件数です。

発生件数が多いのは太田川と斐伊川です。太田川は流域人口が中国地方で最も多く、特

に中下流部に集中しており、経済活動が盛んな流域であるため、また斐伊川は下流に宍道

湖、中海を擁し松江市内においては人口が集中した地域であるため、発生件数が多いもの

と思われます。しかし、両地域とも生活と川とが密接に関わっている地域であり、住民の

川への関心の高さゆえ水質事故発見の連絡件数が多いためでもあると言えます。

図-7-4　河川別水質事故発生件数
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（５）平成１３年の主な水質事故

中国地建管内で平成１３年に発生した主な水質事故は、表-7-1のとおりです。

表-7-1 平成１３年の主な水質事故

水　系　名

（河　川　名）

吉　井　川

（香 ｹ 美 川）

斐　伊　川

（菅 田 川）

広島市水道局高揚浄水場の定期水質検査時に原水に油のような臭いがすることを確認。同
日12時15分高揚浄水場取水停止（→23時47分再開）。牛田浄水場では活性炭を用いて対策
を行った。太　田　川

（太 田 川）

11月30日

原因不明

斐　伊　川

（下横田川）

１月24日

工場等の
操作ミス

高　梁　川

（美 山 川）

６月18日

農薬の流
流出

４月15日
交通事故

菅田川沿いの町道より車輌が転落し、軽油約６Ｌが河川に流出。このため、西比田簡易水

道浄水場が２時間取水停止した。給水への影響は無し。

発生月日

事故原因
　　水　質　事　故　の　概　要

１月21日

工場等の
操作ミス

仁多町榾木生産センターで、ボイラー用のサービスタンクがオーバーフローし、燃料のＡ

重油（約１８００Ｌ）が溢れ出し、三沢川に流出した。
木次町平田簡易水道が取水停止１７時間３０分(給水に影響なし)
木次町湯村簡易水道が取水停止１７時間１０分(給水に影響なし)

斐　伊　川
（三 沢 川）

高梁川の三次支川美山川に約２万匹の魚が死んでいると漁協関係者から通報があった。現

地調査及び水質調査等行った結果、魚の半数が48時間以内に死ぬ濃度の1/10弱の濃度の農
薬が検出され、他の調査結果等からみて、この農薬によるものであると推定された。岡山
県では農薬の流出源調査を行ったが特定には至らなかった。この事故により下流で伏流水
取水を行っている矢掛町の上水道が取水を停止したが、水源を他にも持っているため、給
水には影響を及ぼさなかった。

暖房用の灯油を、燃料タンクからポリ容器に移し替える作業中にその場を離れ、約２時間

放置していた間に灯油(約３００Ｌ)が溢れ出し、水路をとおって下横田川に流出した。
横田町簡易水道第１水源が取水停止１５時間

苫田農協燃料ｾﾝﾀｰで、地下ﾀﾝｸからﾀﾝｸﾛｰﾘｰに給油中に、ｽﾄｯﾊﾟｰが故障し，Ａ重油（約

500L）が漏れ出し、その内約50Lが香ヶ美川に流出した。
流出した油処理に中和剤を用いたため、ﾌﾛｯｸが発生し、下流の津山市水道と岡山県広域水
道が取水停止（５時間２０分）した。

２月22日

機械の故
障




